
第 25 回 淡路市議会報告会報告書 

淡路市議会議長 土井 晴夫 様 

令和６年５月１８日 

会 場 大町会館 

班 長 松本 英志 

 

開催日時 令和６年 5 月 18 日（土） 午前 10 時～12 時 

開催会場 大町会館 

出席議員 松本 英志、岬 光彦、西村 秀一、石岡 義恒、岡田 教夫、戸田 敦大 

参加者数 合 計 ９人 （うち男性７人、女性２人） 

 

2024.5.18 第 25 回淡路市議会報告会 要望・質疑・回答 

№ 質疑 回答(済) 

１ 

ふるさと納税の利用目的が全体的に見えづら

い。基金として積み立てるのか。地域を応援する

という趣旨のものだと理解しているが、地域の

活動や介護などに使うことはできないのか。 

町内会の会館の補修など使途を限定して使って

いるが、基本的には自由に使える。基金に積み立

てるので繰り越すことができる。また、今年度に

関しては防災グッズの配布事業にも全額ふるさ

と納税を財源として使える。 

№ 要望 回答(済) 

２ 

ふるさと納税を利用した事業であることが目に

見えにくい。PR することも大事ではないか。ふ

るさとを守るためにいただいた寄付金であるは

ずなので、周知することも大事だろう。 

担当部局に伝えるとともに議会としても取り組

みます。 

№ 質疑 回答(済) 

３ 

自動録音機能付き電話機等の購入補助の補助額

はいくらか。 

６５歳以上の方がいらっしゃる世帯であれば１

世帯１万円が上限となる。 



№ 質疑 回答(済) 

４ 

「身近な避難所整備事業補助金」とはどのよう

なものか。 

指定避難所となっていない町内会等の民間の会

館を対象に、上限 150 万円でバリアフリー等に使

用できる。詳細については５月末に各町内会に執

行部から案内される予定となっている。 

№ 要望 回答(済) 

５ 

町内会館そのものが老朽化しており補修だけで

は効かない。そのあたりの補助金も欲しい。 

執行部に要望します。 

№ 要望 回答(済) 

６ 

道路の片側が下がっているため道路の水捌けが

悪い所がある。市の担当者に見てもらったが、

連絡が無いため確認してもらいたい。 

確認し、ご連絡いたします。 

 

2024.5.18 第 4 回意見交換会（まちづくり座談会）意見・回答 

№ 意見・要望 

１ 

【まちづくりについて】 

・ 移住・定住を進めるためにはどのような取り組みが必要になるのか。まずは魅力のある地域を

創ることが大事ではないか。まちづくりは市民の意識向上が欠かせない。いかに参加型の意識

向上に努めるかが課題となる。 

・ 地域を自分たちで良くしようという、意識改革を進めていくことが大事。まちを愛さないと。

必死で働いて生活するのに一杯一杯だった人が退職して、時間が出来ている年配の人が人のた

めに、街づくりの活性化のために大町で参加している。8 年かかったが、ボランティア活動、

しんどく辞めようと思ったが、やって良かった。ぼちぼち行こうか。 

・ 出生数が 6 年生の半分以下になっている。子育てで魅力ある街を作っていく。近所の人が子ど

もを見守るような、住んでいたら楽しい街に。外国人が『ええとこやなあ』といわれる街に。

外国人を受け入れる体制を。田舎の魅力を伝える。 

・ 環境立島に。観光客がゴミを放っておく。県道にバーベキューのゴミを捨てている。お金を出

してでも、ゴミを集めるような、処分しやすい環境を作り、ゴミをゼロにして欲しい 

№ 意見・要望 

２ 

【防災について】 

・ 郡家川の浚渫
しゅんせつ

、ブロック塀の設置が行われていない区間があり防災の観点から早急に対応を求

める。 

・ Google マップ上に地域の危険地域（ハザードマップのように）ポイントで掲載されるように市

でも取り組んでもらいたい。 

・ 災害のみならず小学校の体育館は空調設備がととのっていないのが残念である。夏、冬は厳し

いと思う。 



№ 意見・要望 

３ 

【交通インフラ等について】 

・ 市道の整備をしっかりと進めてもらいたい。有害鳥獣対策でワイヤーメッシュを設置したとこ

ろ、運転する際にメッシュの背が高いために運転しづらくなるといったこともある。 

・ 大町は他の地域に比べて比較的県道・市道の整備が進んでいるとは感じる。今後も地域として

要望するなど、地域の活動として取り組まないといけない。 

・ 公共交通（主にバス）に乗るまでの移動距離が長い。今は車の運転ができるが、免許返納後が

心配。 

№ 意見・要望 

４ 

【人口問題について】 

・ 高齢化が顕著で子どもが本当に減った。少子化対策をしっかりと行うべきだ。 

・ 都市部からの U ターン・Ｉターンを増やすための施策が必要ではないか。 

 


